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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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糀谷 陽子さ
んに聞く子どもと教科書全国ネット21事務局長

昨年春、小学校教科書採択にあたり、帯広市図書館

の教科書展示会へ行った北海道・帯広支部。「新婦

人ホームページの『新しい教科書の特徴をまとめた

リーフ』を事前に読み、閲覧のポイントが良く分か

った。意見も記入してきました」 （2023年６月）

ウクライナに関する記述がある教科書東京都千代田区（提供：時事通信）

今年は４年に１回の中学校教科書採択の年。これから見本教科

書の展示が始まります。誘い合って展示会に行き、教科書を見て

意見を出しましょう。教科書の特徴とチェックポイントを、子ど

もと教科書全国ネット事務局長の糀谷陽子さんに聞きました。
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★今回採択される歴史・公民教科書の特徴がよくわか

るリーフは、新婦人ホームページに掲載
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